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2
月
15
日
、
昭
和
中
学
校
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
優
良
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
た
中
学
校
へ
の
記
念
品
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昭

和
中
学
校
は
、
中
学
校
3
年
間
を
通
し
、

村
特
産
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
に
つ
い
て
学
ぶ
「
花
育
」

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
や
就
職
で
村
を
離

れ
る
若
者
が
多
い
中
、
昭
和
村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し

て
い
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
、
生
徒
15
人
と
来
賓
の
方
々
が
出

席
し
ま
し
た
。
村

長
か
ら
生
徒
に
表

彰
状
を
手
渡
し
、

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば

の
長
谷
川
一
雄
組

合
長
か
ら
は
「
カ

ス
ミ
ソ
ウ
と
い
う

素
晴
ら
し
い
産
業

が
あ
る
、
ふ
る

さ
と
昭
和
村
を
誇

り
に
思
っ
て
欲
し

い
」
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
25
日
に
、
し
ら
か

ば
荘
に
お
い
て
、
交
通
安

全
合
同
祈
願
祭
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
村
長
、議
長
、

会
津
坂
下
警
察
署
地
域
交

通
課
長
、
交
通
安
全
協
会

昭
和
分
会
長
、
交
通
安
全

母
の
会
長
、
シ
ル
バ
ー
交

通
安
全
推
進
隊
長
が
玉
串

奉
奠
を
行
い
、
今
年
一
年

の
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

交
通
安
全
祈
願
祭

文
部
科
学
大
臣
表
彰

昭
和
中
に
記
念
品
贈
呈

齋
藤
德
次
さ
ん

祝
百
歳

齋
藤
德
次
さ
ん
（
喰
丸
）

が
12
月
28
日
で
、
満
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
ご
家
族
同

席
の
も
と
百
歳
高
齢
者
賀
寿

贈
呈
式
が
同
日
、
自
宅
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

賀
寿
の
贈
呈
で
は
、
福
島

県
、
昭
和
村
、
村
社
会
福
祉

協
議
会
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
喰
丸
両
原
寿
会
か
ら

記
念
品
や
祝
い
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

か
ら
む
し
製
品

五
輪
で
採
用
要
望

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
村
と

(

株)

奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社
は
今

泉
女
子
専
門
学
校
（
郡
山
市
）
と
共
同

し
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行

わ
れ
る
福
島
会
場
で
活
動
す
る
ス
タ
ッ

フ
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
か
ら
む

し
織
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

2
月
14
日
、
今
泉
玲
子
校
長
と
村
長

（
公
社
代
表
取
締
役
）
は
福
島
県
庁
を

訪
れ
、
安
斎
睦
男
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

長
に
、
大
会
組
織
委
員
会
に
製
品
の
採

用
を
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
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昭
和
村
将
棋
大
会

保
育
所
・
つ
み
き
ク
ラ
ブ

合
同
豆
ま
き

２
月
1
日
、
昭
和
村
保
育

所
に
お
い
て
、
保
育
所
と
つ

み
き
ク
ラ
ブ
合
同
の
豆
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
先
生
に
ど

ん
な
鬼
を
追
い
出
し
た
い
か

聞
か
れ
る
と
、「
怒
り
ん
坊

鬼
」 

や
「
泣
き
虫
鬼
」
な
ど

と
答
え
自
分
の
中
の
鬼
を
退

治
で
き
る
よ
う
元
気
い
っ
ぱ

い
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
豆
を
食
べ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
節
分
の
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

首
都
圏
発
雪
国
体
験

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

2
月
10
日
に
昭
和
村
将
棋

愛
好
会
主
催
で
第
20
回
昭
和

村
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、

幅
広
い
年
代
の
７
名
で
対
局

し
ま
し
た
。

長
考
す
る
場
面
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
熱
戦
が
続
き
、

２
位
が
３
人
と
混
戦
。
２
位

決
定
戦
に
よ
り
よ
う
や
く
決

着
が
つ
き
、
互
い
の
健
闘
を

称
え
ま
し
た
。

・
優
勝

本
名
松
意
（
小
中

津
川
）・
準
優
勝

本
名
恒

喜
（
小
中
津
川
）・
第
３
位

小
林
秀
夫
（
中
向
）・
第
４

位

栗
城
光
三
（
松
山
）

2
月
9
日
、
10
日
の
２
日

間
に
、
東
京
駅
発
の
「
昭
和

村
雪
国
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
家
族
連

れ
な
ど
24
名
の
方
が
来
村
さ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
、
か
ん
じ
き

作
り
を
し
、
か
ま
く
ら
の
中

で
夕
食
を
取
り
ま
し
た
。
２

日
目
に
は
、
か
ま
く
ら
掘
り

や
、
か
ん
じ
き
を
履
い
て
雪

上
ゲ
ー
ム
や
餅
つ
き
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た

方
は
、
首
都
圏
で
は
体
験
で

き
な
い
雪
国
の
暮
ら
し
を
、

満
喫
し
、
大
満
足
で
帰
路
へ

と
つ
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
結
果
を
検
証
し
、
冬

期
間
の
誘
客
の
可
能
性
を

探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
村
を
テ
ー
マ
と
し
、

会
津
若
松
市
の
民
謡
講
師
田

辺
健
さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た

「
哀
愁
の
昭
和
村
」
が
、
全

日
本
音
楽
著
作
家
協
会
の
第

18
回
「
こ
こ
ろ
の
歌
」
コ
ン

サ
ー
ト
で
入
選
し
ま
し
た
。

田
辺
さ
ん
は
1
月
25
日
に

役
場
を
訪
れ
、
村
長
に
受
賞

の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

「
哀
愁
の
昭
和
村
」
は
、

し
ら
か
ば
の
宿
、
野
尻
川
、

博
士
山
、
か
す
み
草
、
か
ら

む
し
の
里
な
ど
村
に
ま
つ
わ

る
言
葉
を
使
い
、
親
し
み
や

す
い
旋
律
が
耳
に
残
る
楽
曲

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
人
口
流
出
が

進
む
中
、
昭
和
村
で
は
昨

年
、
転
入
が
転
出
を
上
回
る

「
社
会
増
」
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
1
年
間
の
転
入
者
は
48

人
、
転
出
者
は
35
人
と
、
転

入
者
が
転
出
者
を
13
人
上
回

り
、
会
津
17
市
町
村
で
は
唯

一
昭
和
村
だ
け
が
、
転
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。
転
入
者

の
主
な
も
の
は
織
姫
体
験
生

が
4
人
、
就
農
者
が
7
人
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
4

人
、
村
内
企
業
等
に
就
職
が

15
人
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢

別
で
見
る
と
20
代
が
17
人
、

30
代
が
8
人
を
占
め
て
い
ま

す
。村

の
高
齢
化
率
は
県
内
2

番
目
に
高
く
、
地
域
の
維
持

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
移
住
者
の
更
な
る
呼
び

込
み
に
向
け
て
、
対
策
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

「
哀
愁
の
昭
和
村
」
が

入
選

村
の
人
口

転
入

が
転
出
上
回
る
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本
名
良
一
さ
ん

栄
え
あ
る
受
章

村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
た
本

名
良
一
さ
ん
（
下
中
津
川
）
が
、

こ
の
た
び
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、
2
月
7
日
に
役
場
村
長
室
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
46
年
よ
り
3
期
12
年
の
永

き
に
渡
り
昭
和
村
議
会
に
在
職
さ

れ
、
そ
の
間
に
議
会
議
長
、
議
会

副
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
名
さ
ん
は
、
今
回
の
受
章
に

際
し
て
、「
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
大
変
名
誉
な
も
の
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る

心
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

第
36
回 

ふ
る
さ
と
食
品
加
工
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

【
受
賞
者
】

ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
大
賞

・
御
蔵
入
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ

押
部
僚
太
（
小
中
津
川
）

ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
優
秀
賞

・
野
沢
菜
巻

小
林
眞
利
子( 

中
向)

ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
奨
励
賞

・
楽
し
い
お
つ
ま
み

猪
岐
ア
キ
ホ(

中
向)

ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
ア
イ
デ
ア
賞

・
き
ゅ
う
り
の
さ
っ
ぱ
り
漬

皆
川
キ
ヌ
イ
（
大
芦
）

初
姫
大
賞

・
唐
揚
げ
の
じ
ゅ
う
ね
ん
味
噌
か

ら
め

馬
場
大
輔(

小
中
津
川)

初
姫
優
秀
賞

・
干
し
柿
の
じ
ゅ
う
ね
ん
か
ら
め

猪
岐
ア
キ
ホ(

中
向)

初
姫
奨
励
賞

・
キ
ャ
ベ
ツ
の
か
ん
た
ん
サ
ラ
ダ

佐
々
木
長
子(

松
山)

初
姫
ア
イ
デ
ア
賞

・
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
の
蜂
蜜
漬

猪
股
シ
ツ(

中
向)

「
第
36
回
ふ
る
さ
と
食
品

加
工
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、

2
月
24
日
に
雪
ま
つ
り
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
村

の
日
本
酒
「
ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
」

や
「
初
姫
」
の
発
売
に
合
わ

せ
、「
昭
和
村
の
う
め
ぇ
酒

の
肴
」
部
門
と
し
て
、
15
品

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

ｋ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
大
賞
に
は
、

押
部
僚
太
さ
ん（
小
中
津
川
）

の
「
御
蔵
入
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ

ケ
」
が
、
初
姫
大
賞
に
は
馬

場
大
輔
さ
ん
（
小
中
津
川
）

の
「
唐
揚
げ
の
じ
ゅ
う
ね
ん

味
噌
か
ら
め
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

▲馬場大輔さんの
唐揚げのじゅうね
ん味噌からめ

▼押部僚太さんの御
蔵入カレーコロッケ

２
月
４
日
〜
７
日
の
４
日
間
、
福
島
県
立
博

物
館
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
合
同
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
小

池
ア
ミ
イ
ゴ
さ
ん
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）、

江
畑
芳
さ
ん（
喜
多
方
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
達
ひ
と
り
ひ
と
り
と
向
き
合
い
な
が
ら

一
緒
に
作
品
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
開
始
直

後
こ
そ
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
達
で
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
ま
に
打
ち
解
け
、
自
由
な
発
想
か

ら
最
終
日
に
は
見
事
な
作
品
が
沢
山
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

21
日
に
は
４
日
間
の
活
動
の
成
果
報
告
会
を

開
き
、
取
り
組
み
の
様
子
を
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
見
て
も

ら
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
て
生
ま

れ
た
作
品
を
、

す
み
れ
荘
ロ
ビ

ー
に
て
展
示
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

児
童
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
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台
湾
の
水
平
式
背
帯
腰
織
機

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
三

日
に
、
大
き
な
荷
物
が
大
岐

の
自
宅
に
届
い
た
。
十
一
月

三
〇
日
に
台
湾
の
花
蓮
市
か

ら
船
便
で
送
ら
れ
た
機
織
機

は
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
っ
た

（
写
真
一
）。

二
〇
一
八
年
十
一
月
に
四

回
目
と
な
る
台
湾
の
か
ら
む

し
調
査
（
個
人
で
行
っ
て
い

る
）
の
際
に
、
案
内
・
通
訳

を
お
願
い
し
た
馬
芬
妹（
ま
・

ふ
ん
ま
い
）
さ
ん
が
、
昭
和

村
の
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館

に
寄
贈
す
る
、
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
現
物
を
台
東
市
で

事
前
に
拝
見
し
た
。

チ
イ
ム
ウ
（
ケ
ヤ
キ
）
製

で
八
九
×
三
二
×
二
三
セ
ン

チ
の
大
き
さ
が
あ
る
。
道
具

類
は
一
部
無
く
な
っ
て
い
る

が
古
い
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。花

蓮
市
北
部
の
タ
ロ
コ
族

が
使
用
し
て
い
た
織
機
で
、

入
手
し
た
の
は
民
国
七
〇

（
一
九
八
一
）
年
こ
ろ
、
当

時
の
二
ヶ
月
分
の
給
与
を
支

払
っ
た
、
と
い
う
。
馬
さ
ん

は
政
府
機
関
の
工
芸
試
験
場

に
定
年
ま
で
勤
務
さ
れ
、
現

在
は
定
年
退
職
さ
れ
て
い

る
。
貴
重
な
資
料
な
の
で
自

費
で
購
入
し
保
管
さ
れ
て
い

た
。
今
回
、
船
便
の
費
用
も

含
め
て
馬
さ
ん
が
負
担
さ
れ

た
。現

在
、
採
寸
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
て
お
り
、三
月
末
に
、

か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
に
収

蔵
す
る
予
定
で
あ
る
。
四
月

中
旬
に
馬
さ
ん
の
上
司
で

あ
っ
た
工
芸
試
験
場
長
ら
が

来
日
し
、
三
島
町
・
昭
和
村

に
滞
在
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
際
に
展
示
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
織
機
は
、
み
ん

ぱ
く
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
管
見
で
は

日
本
国
内
で
は
兵
庫
県
内
の

西
脇
市
郷
土
資
料
館
に
あ
る

だ
け
の
よ
う
で
あ
る
（
福
井

大
学
の
東
村
純
子
博
士
の
紹

介
で
二
〇
一
六
年
一
二
月

一
六
日
に
訪
問
調
査
し
た
）。

二
〇
一
七
年
三
月
一
六
日

に
訪
問
し
た
台
湾
中
部
の
苗

栗
縣
泰
安
郷
の
尤
瑪
・
達
陸

（
ユ
マ
・
タ
ル
）
さ
ん
の
野

桐
工
房
で
、
本
人
の
著
作
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
『
大
安

渓
流
域
泰
雅
族

織
布
技
法

書
』（
国
立
台
湾
史
前
文
化

博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）
の

四
九
頁
で
は
、「
水
平
式
背

帯
腰
織
機
（Lateal back-

strap w
eaving loom

）
と

記
載
し
て
い
る
（
写
真
二
）。

ま
た
台
北
市
の
故
宮
博
物

館
の
向
か
い
側
に
あ
る
順
益

台
湾
原
住
民
博
物
館
の
展
示

で
は
、「
水
平
背
帯
織
布
機

（H
orizontal Back-strap 

Loom

）
と
表
記
し
て
い
る

（
写
真
三
）。

台
東
市
の
史
前
文
化
博
物

館
で
の
二
〇
一
七
年
十
一
月

の
展
示
写
真
も
参
考
ま
で
掲

載
す
る
（
写
真
四
）。

日
本
で
は
考
古
学
の
東
村

博
士
が
こ
の
織
機
に
最
初
に

注
目
し
輪
状
式
原
始
機
と
命

名
し
た
が
、
現
在
は
無
機
台

腰
機
と
日
本
国
内
で
は
表
現

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
栃
木

県
下
野
市
の
甲
塚
古
墳
か
ら

こ
の
埴
輪
が
出
土
し
て
い

る
。
日
本
国
内
で
も
十
世
紀

ぐ
ら
い
ま
で
こ
の
織
機
を
使

用
し
て
い
た
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
63
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

▶
（
写
真
一
）
届
い
た
織
機

▶
（
写
真
二
）
織
布
技
法
書

▶
（
写
真
三
）

順
益
台
湾
原
住
民
博
物
館

▶
（
写
真
四
）
織
機

国
立
台
湾
先
史
博
物
館














